
1999年   3月
1999年   5月
2001年   6月
2004年  12月
2009年   3月
2009年   4月
2010年   4月
2013年  10月
2017年   4月

岐阜大学医学部医学科　卒業

岐阜大学附属病院　皮膚科　研修医

国立がん研究センター中央病院　皮膚科　レジデント

岐阜大学大学院医学系研究科　皮膚科　助教

医学博士（岐阜大学・皮膚病態学講座）

岐阜大学病院　皮膚科　講師

ドイツ　リューベック大学　皮膚科　客員研究員

北海道大学大学院医学研究科　皮膚科　特任助教

北海道大学病院　皮膚科　助教・診療講師

ご 略 歴：

研究テーマ：培養ケラチノサイトを用いた重層扁平上皮における
タイトジャンクション形成・維持のメカニズム解明  

2020年度JSID’s Fellowship Shiseido Research Grant受賞者2名の先生をご紹介
いたします（五十音順）。
本Grant授与式は、日本研究皮膚科学会 第45回年次学術大会・総会（オンライン）にて開催
します（2020年12月11日（金）14:00～、場所：Room A）。
本研究のご成果については、次年度以降の日本研究皮膚科学会年次学術大会にてポスター
発表していただく予定です。

ご 芳 名：岩田　浩明 先生 

ご 所 属：北海道大学大学院医学研究院　皮膚科学教室

受賞のご感想：
この度は2020年度JSID’s Fellowship Shiseido Research Grant （資生堂賞）に選考いた
だきまして、資生堂および選考委員の先生方に深く感謝申し上げます。私は、長らく類天疱瘡抗体
がどのように表皮下水疱を形成するかという点を培養細胞を用いて研究をしてきました。その過程
で、タイトジャンクションバリアに興味をもつきっかけがありました。今回の受賞では、今までの研究
を生かしながら新たな分野へチャレンジをしたいと思います。受賞に応えられるよう努力してまいり
たいと思います。

2020年度 JSID’s Fellowship Shiseido Research Grant（資生堂賞）
受賞者ご紹介



この度は、2020年度JSID’s Fellowship Shiseido Research Grant （資生堂賞）という名誉
ある賞を頂き、大変光栄に思っております。本研究ではアトピー性皮膚炎の病態が形成および維持
される過程で、核内のエピジェネティクス環境がどのように病態制御に関わっているかを明らか
にしたいと考えております。本研究をご評価頂いた選考委員の先生方ならびにサポートして頂く
資生堂に心より御礼申し上げます。

受賞のご感想：

2020年度 JSID’s Fellowship Shiseido Research Grant（資生堂賞）
受賞者ご紹介

2004年   3月
2004年   4月
2006年   4月
2007年 4月
2011年  3月
2011年   4月
2015年   9月
2019年   4月
2020年   1月

東京大学医学部医学科　卒業

東京大学医学部附属病院　初期研修医

東芝病院皮膚科　医員

東京大学大学院医学系研究科外科学専攻（皮膚科学）　入学

東京大学大学院医学系研究科外科学専攻卒業、医学博士取得

東京大学医学部附属病院　皮膚科学　助教

米国マサチューセッツ総合病院皮膚科学教室　研究員

東京大学医学部附属病院　皮膚科学　助教

東京大学大学院医学系研究科・医学部　皮膚科学　講師

ご 略 歴：

研究テーマ：表皮可塑性を担うエピジェネティクス制御に着目した
アトピー性皮膚炎の病態解明

ご 芳 名：柴田　彩 先生 

ご 所 属：東京大学大学院医学系研究科・医学部　皮膚科学


